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８
月
２６
日
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で

「
い
の
ち
を
守
る
秋
の
た
た
か
い
を
全
都
で
広
げ
よ

う
」
と
学
習

。
交
流
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
２４
団
体

。
３２
地
域
社
保
協
の
１
５
６
人
。

「参
院
選
後
の
情
勢
、
構
造
改
革
の
新

た
な
攻
勢
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
」
の
渡
辺
治

一
橋
大
学
名
誉
教
授
の
講
演
と

「秋
の
た
た
か

い
」
の
方
針
を
受
け
、
交
流
し
、
社
会
保
障
の
運
動
と
労
働
運
動
を
結
合
さ
せ
る
結
節
点
に
地

域
社
保
協
が
し
っ
か
り
と
立

っ
て
奮
闘
す
る
意
思
統

一
を
深
め
ま
し
た
。

の
担
い
手
を
広
げ
、
地
域
住
民

詈i      隧躾餃

" 
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「

の
Lに

後 前 と緊 化 ネ

動
L L確

と度 療 か を あ こ を し利  え 挙 改 減 梃 と機
｀

の
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
重
要

と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は

「中
身
の
こ

い
学
習
会
だ

っ
た
」

「多
面
的

な
事
柄
の
現
象
面

。
諸
矛
盾
を

解
明
し
、
そ
の
本
質
が
わ
か

つ

た
。
地
域
の
中
で
活
動
に
活
か

し
た
い
」

「資
本
主
義
社
会
の

中
で
、
ど
の
よ
う
に
福
祉
国
家

を

つ
く

つ
て
い
く
の
か
。
そ
の

流
れ
を
も

つ
と
勉
強
し
た
い
」

な
ど
の
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

東京社保協
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西
多
摩

¨
８
自
治
体
が
対

象
と
な
る
。
小
さ
な
自
治

体
は
対
象
者
が
良
く
見
え

る
。
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

で
８
市
町
村
と
懇
談
。
青

梅
市
で
は
３０
人
超
で
懇
談
、

瑞
穂
町
で
は
議
長
が
対
応
。

加
盟
団
体
は
１５
団
体
で
新

婦
人
が
１
地
域
の
み
の
加

盟
な
の
で
申
し
入
れ
を
し

て
拡
大
を
す
る
。
地
域
の

老
人
会
や
施
設
な
ど
に
も

加
盟
を
働
き
か
け
て
い
る
。

０９
年
か
ら

ニ
ュ
ー
ス
発
行
。

小
平

一
ｏ２
年
９
月
か
ら
始
め
た
多
摩
北
部

（
７
市
６
地
域
社
保
協
）
の
社
保
協
交
流

会
も
９
回
と
な

っ
た
。

０８
年
４
月
の
特
定

健
診
の
実
施
で
健
診
格
差
が
広
が

っ
て
い

る
。
小
平
市
は
近
接
市
で
健
診
が
受
け
ら

れ
な
く
な

っ
た
。
多
摩
北
部
の
社
保
協
代

表
が
議
長
と
懇
談
を
行

っ
て
い
る
。

荒
＝

¨
１２
月
１０
日
に

「
い
の
ち
の
山
河
」

上
映
会
。
Ｈ
月
に
向
け
て
荒
川
区
の
国
保

に
つ
い
て
学
習
会
を
開
催
。
区
で
決
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を

学
ん
だ
。
国
保
で
の
要
請
を
行
い
９
月
１６

日
に
回
答
。
幹
事
会
は
月
１
回
開
催
。

一江
戸
＝

¨

「都
立
墨
東
病
院
を
都
立
の
ま

一ま
で
―
」
の
署
名
行
動
を
錦
糸
町
で
行

っ

一た
０

１０
月
に
１０
駅
頭
で
行
動
。
江
戸
川
区

一は
ゼ

ロ
歳
児
保
育
を
実
施
し
て
い
な
い
の

一
で
、
法
人
を
立
ち
上
げ
、
実
施
し
よ
う
と

一し
て
も
土
地

へ
の
補
助
な
し
。

一港

¨
毎
年
テ
ー

マ
を
決
め
て
区
議
会

へ
要

一請
。

ｏ８
年
の
介
護
問
題
請
願
は
継
続
だ
が

一院
内
介
助

へ
の
助
成
が
実
現
。

０９
年
は
待

一機
児
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
暫
定
保
育
と

一し
て
４
０
０
人
定
員
が
増
え
た
。
今
年
は

国
保
問

題
で
港
区

へ
共
同
し
て
要
求
し
よ
う
と
す

す
め
て
い
る
。
港
区
基
本
構
想
改
定
委
員

会

へ
の
住
民
参
加
枠
で
参
加
し
て
福
祉
施

設
の
見
学
会
実
現
。
基
本
計
画
に

「低
所

得
者
向
け
の
特
養
建
設
」
を
入
れ
さ
せ
た
。

目
標
は
、
ひ
と

つ
で
も
私
た
ち
の
要
求
を

入
れ
よ
う
―
で
あ
る
。
保
育
の
た
た
か
い

を
通
じ
て
、
保
育
団
体
が
新
た
に
加
盟
。

署
名
は
住
民
と
交
流
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
。
消
費
税
の
増
税
反
対
の
た
た
か
い
は

共
同
し
た
取
組
み
と
し
て
広
げ
て
ほ
し
い
。

足
立

¨
医
療
、
年
金
、
生
保
、
社
会
保
障

制
度
で
社
保
学
校
を
開
催
。
７
月
に
国
保

課
と
懇
談
。

ｌｏ
月
足
立
区

へ
予
算
要
求
。

地
域
包
括
ケ
ア
学
習
会
で
イ
メ
ー
ジ
が

つ

か
め
た
。

１０
月
２９
日
に

「介
護
フ
オ
ー
ラ

ム
イ
ン
足
立
」
を
開
催
。
新
し
い
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
学
習
会
を
Ｈ
月
１７
日
に

実
施
。
健
和
会
を
中
心
に
足
立

・
墨
田

・

葛
飾
の
病
院
を
訪
問
し
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
。
看
護
部
長
と
衛
生
部
長
と
の
懇

談
会
を
開
催
し

「看
護
師
就
職
フ
エ
ア
」

を
開
催
し
た
。
今
年
も
地
域
医
療
崩
壊
を

食
い
止
め
る
た
め
に
共
同
を
広
げ
よ
う
と

９
月

１３
日
か
ら
地
域
病

院
訪
間
を
開
始
。
約

３０

病
院
か
ら

ア
ン
ケ
ー
ト

が
返

つ
て
き
て
い
る
。

渋
谷

一
７
月

２９
日
に
総

会
、
朝

日
健

二
氏
が
講

演
。
区
議
会

に
む
け
国

保

の
団
体
署
名
を
集
め

て
い
る
。
学
習
会
も
実

施
。
加
盟
は
１９
団
体
、

広
尾
病
院
守
る
会
が
新
加
盟
。
個
人
や
広

い
団
体
に
加
盟
を
呼
び
か
け
。
昨
年
は
開

業
医
に
も
呼
び
か
け
請
願
提
出
。
８
月
４

日
に
熱
中
症
対
策
で
対
区
交
渉
。
代

々
木

病
院
で
は
、
気
温
が
３３
度
を
超
え
る
と
宣

伝
カ
ー
を
出
し
て
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
放
映
さ
れ
た
。
９
月
１７

日
の
敬
老
の
日
に
渋
谷
Ｃ
Ｃ
レ
モ
ン
で
開

催
さ
れ
る
敬
老
会
前
で
宣
伝
し
国
保
テ
イ
ッ

シ
ュ
を
配
布
す
る
。

版
橋

一
７
月
に
子
宮
頚
が
ん
と
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
実
施
を
区
に
要
請
。
９
月
２９
日

か
ら
の
区
議
会
に
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
要
請
を
行
う
。
社
保
協
は
５０
年
を

迎
え
た
。
国
保
問
題
は
、
後
期
高
齢
者
や

医
療
保
険
の

一
元
化
と
の
か
か
わ
り
が
あ

る
。

２３
区
国
保
料
の
算
定
方
式
の
変
更
な

ど
知
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
９
月
２７
日

に
国
保
の
学
習
会
を
開
催
。
加
盟
は
３２
団

体
で
半
専
従
を
配
置
。

１０
年
以
上
、
す
べ

て
の
駅
頭
で
宣
伝
を
行

つ
て
い
る
。
ど
こ

が
実
施
し
て
い
る
か
判

ら
な
い
の
で
、
社
保
協

の
旗
を
作
成
。

‐３
地
域
社
保
協
と
３
団
体
か
ら
２５
人
が
参
加
し
て
地
域
社
保
協
交
流
集
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
集
会
で
は
開
会
に
あ
た

っ
て
、
竹
崎
会
長
か
ら
の
あ
い
さ

つ
を
受
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
、
地
域
要
求
に
基
づ
く
と
り
く
み
や
加
盟
団
体
の
拡
大

。
結
集
に
向
け

た
工
夫
、
事
務
局
長
と
し
て
の
苦
労
な
ど
報
告
し
あ
い
ま
し
た
。
以
下
報
告
さ
れ
た
内

容

（要
旨
）
を
紹
介
し
ま
す
。

（司
会
は
吉
野
さ
ん

（葛
飾
）
と
岡
本
さ
ん

（西
東
京
）
〉

匡I蹴羅 量トギ舞‖
西多撃 8市町村への共同要請行動

:Ⅲ壺亜≡¬百F≡:三菫コ

」〕耳l臀
口
l鍛

西多摩社保協ニュース「みんなで元気に」
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調
布

¨
会
長
に
な

っ
て
３
年
ｃ

２５

条
の
宣
伝
を
２５
日
に
実
施
。
生
存

権
や
後
期
医
療
な
ど
訴
え
て
い
る
。

消
費
税
の
宣
伝
は
反
応
が
悪
か
っ

た
。
旗
を
作
成
。
後
期
医
療
と
国

保
の
学
習
会
を
社
保
協
、
生
協
、

年
金
者
組
合
、
土
建
と
い
っ
し
ょ

に
開
催
。
三
役
、
常
幹
と
同
じ
メ

ン
バ
ー
ば
か
り
が
集
ま
る
の
を
ど

う
脱
皮
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

日
野

¨
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃

止
の
署
名

。
宣
伝
は
毎
月
３
駅
で

実
施
。
主
催
は

「
日
野
の
国
保
を

良
く
す
る
会
」
。
社
保
協
で
継
続

し
た
取
り
組
み
に
。
土
建
の
提
案

で
‐４
団
体
で
実
行
委
員
会
を
結
成

し
６
月
１８
日
に
市
民
集
会
を
開
催
、

３
０
０
人
が
参
加
し
た
。
事
務
局

長
が
提
案
し
て
企
画
し
て
実
行
す

る
か
た
ち
で
は
発
展
が
な
い
。
４

人
の
副
会
長
が
高
齢
者
、
医
療

・

介
護
、
保
育

。
子
育
て
、
健
康
保

険
と
課
題
の
企
画

。
提
案
を
分
担

し
て
い
る
。
労
働
組
合
が
ほ
と
ん

ど
結
集
で
き
な
い
な
か
で
苦
労
し

て
い
る
。
今
回
の
国
保
税
の
改
定

は
今
ま
で
と
違
し
い

一
元
化
と
広

域
化
へ
の
流
れ
の
中
で
の
引
上
げ
。

‐５
分
く
ら
い
で
判
り
易
く
話
す
工

夫
が
必
要
。
駅
で
の
宣
伝
で
は
５

分
で
説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

清
瀬

¨
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種

が

健
康

福

祉

委

員
会

で

全

会

一
致

で

可
決
。

Ｈ

月

に
高
齢
期
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
実
施
し
、
文
書
回
答
を

得
る
。
国
保
と
後
期
医
療
の
宣
伝

を
継
続
し
て
い
る
。
待
機
児
増
で

認
可
保
育
園
の
定
員
を
６６
人
増
や

し
て
解
消
し
た
。
市
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
建
設
で
営
利
法
人
が
落
札
。

組
織
拡
大
は
大
変
で
あ
る
。
医
師

会

へ
懇
談
を
申
し
入
れ
た
が
拒
否

さ
れ
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
に
懇
談
を

申
し
入
れ
。
個
人
会
員
１０
人
、
幹

事
会

へ
の
参
加
は
自
由
。
高
齢
者
、

障
害
者
、　
子
育

て
部

会
が
あ
る
。

葛
飾

¨
後
期
医
療

で

短
期
証
を
出
さ

せ
な

い
よ
う

に
し
た

い
。

社
保
協
加
盟
は

２２
団

体

で
あ
る
が
、
後
期

医
療
な
く
す
会

の
結

成
集
会

へ
は
４５
団
体

（
老

人
会
関
係
が

５

団
体
）
が
参
加
し
た
。

国
保
問
題
で
、
民
商
、

土
建
、
守

る
会
と

の

共
同

で
年
内

に
運
動

を
立
ち
上
げ
た
い
。

※
次

に

「
課
題
を
ど

う
統

一
し
て
運
動
を

す
す
め

て
い
る
か
」

テ
ー
マ
で
交
流
し
ま
し
た
。

小
平

¨
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て

い
る
。
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

補
正
予
算
が
組
ま
れ
た
が
、
西
都

保
健
生
協

。
新
婦
人
が
中
心
に
な
つ

て
運
動
を
す
す
め
た
。
東
京
社
保

協
か
ら
し
つ
か
り
方
針

。
課
題
を

提
起
し
て
欲
し
い
。
地
域
で
後
押

し
を
す
る
。
自
治
体

へ
地
域
社
保

協
の
名
前
を
売
る
こ
と
が
重
要
。

足
立

一
重
点
に
取
り
上
げ
る
課
題

は
、
構
成
す
る
団
体
や
地
域
に
よ
つ

て
異
な
る
。
社
保
協
と
し
て
は
、

そ
の
な
か
で
重
点
課
題
を
決
め
て

取
り
組
む
。
後
期
高
齢
者
医
療

の

受
け
皿
、
介
護

の
問
題
が
深
刻
で

重
点
で
あ
る
。

日
野

¨
提
起
さ
れ
た
課
題
を
取
り

上
げ
な

い
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ

の
課
題
を
中
心
に
す
る
運
動
団
体

を
決
め
る
。
加
盟
団
体

の
な
か
で

牽
引
者
を

つ
く
る
。
深
み
が
な
い

と
広
が
り
も
で
き
な
い
。
後
期
医

療
制
度
や
介
護
が
重
点
。
三
多
摩

高
齢
期
連
絡
会
を
担

っ
て
い
る
の

は
、
社
保
協
の
活
動
家
で
あ
る
。

９
月
１２
日
土
建
足
立
支
部

「
あ
だ
ち
高
友
会
」
で
支
部

高
齢
者
集
会
を
１
１
７
人
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

第

一
部
は
、
歯
科
衛
生
士

に
よ
る

「
い
つ
で
も
お
い
し

く
楽
し
く
安
全
に
ゴ

ツ
ク
ン

す

る

た

め

に

」

で

は

高

齢

者

の

口
腔

内

に

関

わ

る

機

能

を

ど

う

し

た

ら

向

上

で

き

る

か

な

ど

を

中

心

に

学

習

し

ま

し

た
。
高
齢
者
に
多
い
誤
哄
性
肺
炎
は
か
み

く
だ
く
能
力
の
低
下
か
ら
発
生
す
る
こ
と

か
ら
、
講
師
か
ら
そ
の
予
防
や
ど
の
よ
う

な
食
事
を
す
る
の
か
と
い
う
指
導
も
含
め

た
内
容
を
話
し
、
参
加
者
全
員
が
注
意
深

く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

第
二
部
は
、　
一
転
し
て
地
元
で
活
動
す

る

ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
の
演
奏
で
、
参
加

者

一
同
、
南
国
の
気
分
に
浸
り
ま
し
た
。

あ
だ
ち
高
友
会

・
事
務
局
長
よ
り
高
齢

者
医
療
の
現
状
報
告
が
さ
れ

「後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
を
廃
止
す
る
た
め
の
協
力

と
中
央
社
保
協
の

「社
会
保
障
と
し
て
の

国
保
制
度
確
立
を
求
め
る
請
願
署
名
」
を

お
願
い
し
、
そ
の
場
で
４
４
３
筆
が
集
ま

り
ま
し
た
。
　

最
後
に

「来
年
も
高
齢
者

集
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
て
閉
会
し
ま
し
た
。

ど
う
な
る
国
民
健
康
保
険

９
月
２７
日
、

１０
団
体

５２
人
が
参

加
し
て
学
習
会

「ど
う
な
る
国
民

健
康
保
険
制
度
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

講
師

の
安
達
智

則
氏

か
ら

「民
主
党
政
権
が

い
ま
進
め
て
い

る
の
は

「構
造
改
革
路
線
」

の
延

長
、
社
会
保
障
費

の
削
減
」

「大

き
な
流
れ
と
し
て
、
協
会
け
ん
ぽ

と

国

保

を

一
緒

に

し

都

道

府

県

単

位

と

す

る
。　
協

会

け
ん
ぽ
は
、

保

険

料

の

引

上

げ

と

傷
病
手
当
を
改
悪
し
、
国
保
に
誘

導
す
る
」
と
解
明
。
そ
の
上
で
新

た
な
高
齢
者
医
療
制
度
の
問
題
に

触
れ

「
６５
歳
以
上
を
さ
ら
な
る
分

断
」
を
進
め
る
も
の
で
あ
り
、
国

民
皆
保
険
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
と

解
読
し
ま
し
た
。

２３
区
の
保
険
料
の
賦
課
方
式
の

変
更
で
は
、

「旧
た
だ
し
書
き
」

方
式
は
、
所
得
か
ら
基
礎
控
除
を

引
い
た
だ
け
の
た
め
、
低
所
得
者

ほ
ど
保
険
料
が
高
く
な
る
。

つ
ま

り
、
国
保
の
広
域
化
を
進
め
る
た

め
の
変
更
で
あ
る
。
安
達
氏
は
、

最
後
に
板
橋
区
の
国
保

・
行
財
政

を
分
析
し
、
具
体
的
な
数
字
を
提

示
し
な
が
ら
、
対
抗
政
策
を

つ
く

り
行
政
に
改
善
を
迫
る
こ
と
の
重

要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
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5日 火 。13:00 新たな高齢者医療制度についての公

聴会

(12時 より会場前で宣伝行動)

6日 水 。12:15 国会行動 衆議院第 2議員会館前

16日 土 。13:00 「貧困 。格差 。孤立から守ろう子ど

も !」 東京集会 全労連会館

20日 水 。12:15 国会行動 衆議院第 2議員会館前

21日 本 。12:30

24日 日 。13:30

10。 21国 民大集会 日比谷野音

「新しい福祉国家の姿を展

望する」

館

全電通会

27日 水 。13:30 第22回

京高齢者大会 み ら

い座いけぶ くろ

28日 木 。13:30 第11回

常任幹事会 東京労

働会館 5階会議室

29日 金 。11:30 10・ 2

9全国大 フォー ラム

日比谷野音

東京社保協ニュース2010年 10月 1日

◎
渋
谷
社
保
協
◎

９
月
１７
日
、
渋
谷
区
敬
老

大
会

の
参

加
者

に
む

け

て

「後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

た
だ
ち
に
廃
止
さ
せ
よ
う
！
」

と
、
宣
伝

・
署
名
行
動
を
行

い
ま
し
た
。

２
年
前
か
ら
始
め
た
も

の

で
す
が
、
こ
の
日
も
５
団
体
、

‐３
人
が
参
加
、

の
ぼ
り
旗
を

立
て
、
次
々
に
マ
イ
ク
を
と

つ

て
運
動

へ
の
支
持
を
訴
え
ま

し
た
。
顔
見
知
り
の
人
も
多

く
、

「が
ん
ば

っ
て
下
さ
い
」

と

い
う
温
か
い
励
ま
し
の
声

も
あ

っ
て
、
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ

シ

ュ
の
受
け
取
り
も
よ
く
、

１
時
間
で
４０
筆

の
署
名
も
集

ま
り
ま
し
た
。

行
動
後
に
入
場
し
た
敬
老

大
会
は
、

「国
歌
斉
唱
」
で

始
ま
り
、

「演
歌

シ

ョ
ー
」

で
終
わ
る
と
い
う
内
容
で
、

こ
う
し
た
企
画
に
も
、
も

っ

と
意
見
を
出
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
感
想

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
会
場
内
で
は
、
宣
伝
で

配

っ
た
チ
ラ
シ
を
読
ん
で
い

る
人
の
姿
も
あ

っ
て
、
う
れ

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

（会
長

・
福
井
典
子
）

◎
清
瀬
社
保
協
◎

清
瀬
社
保
協
で
は
、
毎
月

２５
日
を
定
例
の
宣
伝
行
動
日

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

９
月
２４
日
、
午
後
５
時
半
か

ら
１
時
間
清
瀬
駅
で
、
宣
伝

行
動
を
行
い
ま
し
た
。
新
し

く
届
い
た
テ
ィ
ッ
シ

ュ
を
配

り
な
が
ら
、
宣
伝
と
署
名
を

行
い
ま
し
た
が
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
受
け
取
り
は
よ
く
、
三
百

個
用
意
し
た
テ
イ
ッ
シ
ュ
は
、

終
了
間
際
に
は
な
く
な

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
対
話
の
中

で
は

「人
百
屋
で
す
が
、
不

況
で
野
菜
が
売
れ
ず
国
保
税

も
高
く
て
払
え
な
い
Ｌ
ア
ル

バ
イ
ト
な
の
で
社
会
保
険
に

入
れ
て
も
ら
え
ず
、
国
保
に

入
っ
て
い
ま
す
が
収
入
が
低

く

て
と

て
も
払
え

な

い
」
と

い
う
一巾

民

の
切
実
な
声

が

聞
か
れ
ま
す

幹
事
会
で
は
、

１２
月
末
ま

で
に
千
筆
の
日
標
を
決
め
、

１０
月
に
行
わ
れ
る

「平
和
と

健
康
ま

つ
り
」
や

「市
民
ま

つ
り
」
で
署
名
を
集
め
よ
う

と
決
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

都
営
住
宅
に
事
前
に
ポ
ス
ト

イ
ン
し
て

一
斉
に
刈
り
取
り

を
行
う
こ
と
も
検
討
し
ま
し

た
。
こ
の
宣
伝
行
動
に
は
、

‐２
人
が
参
加
し
、
署
名
数
は
、

２７
筆
集
ま
り
ま
し
た
。

（事

務
局
長

・
末
永
雄
三
）

∫
・…
…
≡
垂
≡
〓

涯
嵯
雇
モ
垂
艇．煙
獲
昨
に
帳
准鰊

――‐‐‐
　
颯
推
ｒ
囀
卜
ｒ
ｉ
使
Ｌ
寵
川
□
祗
川
測
ｍ
画
□
弼
Ц
倒
側
Ц
刷
仲
州
熙

――‐‐‐‐‐
　
第
２４
回
日
本
高
齢
者
大
会
が

‐―――‐‐‐
９
月
１３

・
‐４
日
の
２
日
間
、
茨

――‐‐‐‐‐
城
県
水
戸
市
で
開
催
さ
ま
し
た
。

――‐‐‐‐‐
　
全
国
４６
都
道
府
県
か
ら
の
ベ

ーー‐‐‐‐‐
４
５
１
３
人
、
東
京
か
ら
は
約

――‐‐‐‐‐
６
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

‐―――‐‐‐
１３
日
は
茨
城
大
学
で
１３
学
習
講

――‐‐‐‐‐
座
と
１５
分
科
会
、
４
コ
ー
ス
の

――‐‐‐‐‐
移
動
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

――‐‐‐‐‐
　
ど
こ
も
満
員
の
盛
況
で
、
人

‐‐‐‐‐‐
気

の
篠
崎
講
座
は
冷
房
装
置
の

――――――
な
い
中
、
う
ち
わ
で
扇
ぎ
な
が

――‐‐‐‐‐
ら
席
を
立

つ
人
も
な
く
真
剣
に

東
京
高
齢
者
大
会

（み
ら
い
‐‐――‐‐‐

座
い
け
ぶ
く
ろ
）
が
開
催
さ
‐‐‐‐――‐

≡ 壕


